
讃
岐
鉄
道

坂
出
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
の
は、
明
治
三
十
（一
八
九
七）

年
二
月
の
こ
と
で
あ
る。
文
明
開
化
の
代
表
的
な
存
在
と
し
て
新
橋・
横
浜
聞

に
鉄
道
が
開
通
す
る
の
が
明
治
五
（一
八
七
二）
年
で
あ
る
の
で、
そ
れ
か
ら

二
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る。
景
山
仁
右
衛
門
ら
の
尽
力
に
よ
り、
丸
亀・
琴
平

聞
に
全
国
で
七
番
目
の
私
設
鉄
道
が
開
通
す
る
の
は
明
治
二
十
二
（一
八
八

九）
年
の
こ
と
で
あ
る。
こ
れ
が
讃
岐
鉄
道
で
あ
る。
瀬
戸
大
橋
の
構
想
を、

大
久
保
詰
之
丞
が
こ
の
讃
岐
鉄
道
開
通
式
で
披
露
し
た
こ
と
は
著
名
な
こ
と
で

あ
る。
日
本
の
鉄
道
は
参
詣
鉄
道
と
し
て
発
展
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が、
讃

岐
鉄
道
は
そ
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る。
多
度
津・
丸
亀
な
ど
の
港
に
着
い

た
参
詣
客
を
金
刀
比
羅
宮
に
運
ぶ
鉄
道
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
の
で
あ
る。
そ
の

た
め、
次
の
段
階
と
し
て
坂
出
や
高
松
な
ど
さ
ら
な
る
港
へ
の
延
伸
が
目
標
と

な
る。
明
治
二
十
八
（一
八
九
五）
年
に
は
讃
岐
鉄
道
の
丸
亀・
高
松
閉
路
線

延
長
が
許
可
さ
れ、
坂
出
に
も
鉄
道
が
開
通
す
る
こ
と
と
な
り、
明
治
三
十
年
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に

よ
う
や
く
開
通
を
迎
え
る
の
で
あ
る 。
坂
出
市
域
で
は 、
坂
出
停
車
場
（
後

の
坂
出
駅）
お
よ
び
鴨
川
停
車
場
（
後
の
鴨
川
駅）
も
こ
れ

に

あ
わ
せ

て

開
業

す
る 。讃

岐
鉄
道
は
本
州
側
の
山
陽
鉄
道
と
の
相
互
連
絡
も
行
う
よ
う

に

な
っ
た

が 、
明
治
三
十
七
（一
九
O
四）
年

に

そ
の
山
陽
鉄
道

に

買
収
さ
れ 、
明
治
三

十
九
（一
九
O
六）
年

に

は
山
陽
鉄
道
が
固
有
化
さ
れ 、
国
鉄
予
讃
線
と
な
っ

て

い

く 。
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第
七
節

坂
出
港
修
築
へ

の
動
き

し
ゅ
ゐ
せ
っ

林
田
港
の
凌
深

林
田
港
は、

塩
の
積
出
港
で
あ
る
た
め
多
数
の
船
が
出

入
す
る
が、

港
内
が
浅
く
凌
操
船
に
よ
る
波
諜
が
必
要
で
あ
っ
た。

そ
こ
で
明
治
四
十
二
（
一

九
O
九）

年
十
二
月、

綾
歌
郡
会
に
お
い
て、

土

木
委
員
の
中
候
舜
議
員
か
ら、

林
田
港
波
操
に
つ
い
て
調
査
し、

郡
費
で
疫
機

す
る
こ
と
の
建
議
が
提
出
さ
れ
た
（
同
年
十
二
月
十
八
日
付
『
香
川
新
報』）。

明
治
四
十
四
年
七
月
二
十
六
日
付
『
香
川
新
報
』

に
よ
る
と、

林
田
村
会
で

も
林
田
港
（
米
出
港）

を
三
年
間
で
「
深
さ
六
尺
波
諜」

す
る
た
め、

既
に
村

費
四
0
0
0

円
の
支
出
を
決
議
し
て．
い
る。

た
だ
事
業
に
着
手
す
る
予
定
で

あ
っ
た
の
だ
が、

県
所
有
の
波
諜
船
が
小
豆
郡
で
作
業
中
で
も
あ
り、

廻
航
す

る
に
は
小
豆
島
で
の
凌
諜
終
了
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た。

や
が
て
そ
の
年
十
月

，

に
波
探
お
よ
び
「
港
内
の
改
善」

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。

二
カ
年
で
実

施
す
る
こ
と
と
し、

村
債
を
起
こ
し
て
こ
れ
に
充
て
る
た
め、

十
三
日、

村
長

は
県
庁
に
て
打
合
せ
を
行
っ
た
（
同
年
十
月
十
四
日
付
同
紙）。

大
正
元
（
一

九
一

二）

年
八
月
十
八
日
付
同
紙
に
は、
「
林
田
村
の
米
出
港

は
昨
年
以
来
県
有
竣
操
船
を
以
て
凌
操
中」

と
あ
り、
「
目
干
の
所
は
最
干
汐

以
下
三
尺
位
の
深
さ
に
（
波
諜
で
き
て

上
荷
船
の
如
き
は
容
易
に
出
入
す
る

事」

が
で
き
る
よ
う
に
な
り、
「
船
舶
運
漕
に
付
て
は
大
い
に
其
便
利
を
唱
へ

居
れ」

り、
「
大
い
に
発
展
し
て、
定
期
荷
客
船
を
も
発
航」
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る。

そ
し
て
港
の
一

部
八
O
O
坪
の
埋
立
地
と
接
続
す
る

村
有
地
と
を
併
せ
一

O
O
O
余
坪
の
地
を
区
画
・

競
売
す
る
た
め、

村
長、

村

会
議
員
ら
が
実
地
調
査
を
し
て
い
る。

大
正
三
年
六
月
四
日
付
同
紙
に
よ
る
と、

林
田
港
に
お
い
て
六
月
三
日、

竣

工
式
を
挙
行
し
た。

郡
書
記、

村
長、

来
賓
が
出
席
し、

余
興
で
は
「
素
人
相

撲、

芸
者
の
手
踊
等」

が
行
わ
れ
た。

こ
の
大
正
三
年
の
凌
深
か
ら
後、

林
田
港
で
は、

同
十
二
（
一

九
二
三）

年

に
も
波
諜
エ
事
が
行
わ
れ
て
い
る。

こ
の
た
び
は
「
富
田
製
薬
所
裏
手
水
門
か

ら
北
方
に
長
さ
三
百
聞
・

幅
九
尺
の
水
道
を
波
操
」
す
る
計
画
で、

認
可
を
受

け、

約
五
ヵ
月
間
の
予
定
で
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た。

経
費
負
担
は
富
田
製

薬
所
が
寄
付
し、
他
は
塩
業
関
係
者
に
よ
る
負
担
予
定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
大

正
十
二
年
一

月
二
十
三
日
付
同
紙）。

そ
の
一

月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
起
工
式
で
は、

綾
歌
郡
書
記
が
郡
長
代
理

で
出
席
し
た。

与
北
水
門
で
挙
行
予
定
の
と
こ
ろ
降
雪
に
阻
ま
れ
た
た
め、

急

逮、

会
場
を
富
田
製
薬
所
内
に
変
更
し
て
い
る
（
同
年
一

月
二
十
六
日
・
二
十
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七
日
付
同
紙）。

坂
出
港
の
波
凍
と
築
港

林
田
港
同
様、

坂
出
港
で
も
凌
楳
事
業
を
推

進
し
て
い
る。

明
治
四
十
二
（
一

九
O
九）

年
十
二
月
十
一

日
付
『
香
川
新
報』

に
よ
る
と、

坂
出
町
の
実
業
家
が
町
に
対
し
て、
「
同
町
繁
栄
等
の
一

策
と
し．

て
同
港
の
波
探」

事
業
に
充
て
る
「
町
費
支
出
の
運
動」

を
行
っ
て
い
る。

ま
た、

翌
四
十
三
年
六
月、

坂
出
町
は
年
々
戸
数
が
増
加
し、
「
商
売
亦
隆

盛」、

そ
れ
に
伴
っ
て
出
入
の
船
舶
が
多
く
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず、

港
内

は
次
第
に
浅
く
な
っ
た。

そ
の
た
め
に
も
凌
諜
を
行
う
と
と
も
に、

将
来
土
砂

の
流
入
を
防
ぐ
よ
う
に
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
と
し、

坂
出
町
内
の
実
業
界
が

坂
出
町
会
に
こ
の
調
査
費
と
し
て、

E
O
O
円
を
寄
付
し
た。

そ
し
て、

県
技

師
に
よ
る
調
査
を
す
る
こ
と
と
な
り、

郡
書
記
や
郡
技
手
も
加
わ
っ
て
「
坂
出

港
改
造
調
査」

を
行
っ
た
（
同
年
六
月
九
日
付
同
紙）。

翌
四
十
四
年
五
月
三
十
一

日
付
同
紙
に
よ
る
と、

坂
出
町
会
で
は
臨
時
町
会

を
聞
き、
「
久
し
き
問
題
た
る
築
港
の
件
を
附
議」

し、

港
湾
改
築
調
査
委
員

七
人
を、
選
定
し
て
い
る。

大
正
期
に
入
り、

同
二
年
五
月、

坂
出
町
は
長
岡
大
阪
築
港
顧
問
を
招
い
て、

坂
出
港
沖
合
の
潮
流
ほ
か
「
坂
出
港
改
築」
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
た。

ま
た、

大
阪
市
長
の
紹
介
に
よ
り、

大
阪
・

兵
庫
港
の
顧
問
松
尾
小
三
郎
を
招
い
て、

五
月
十
五
日
よ
り
二
十
五
日
間
測
量
を
行
っ
て
い
る
（
大
正
二
年
五
月
二
十
四

日
及
び
六
月
八
日
付
同
紙）。

大
正
四
年
一

月
三
十
一

日
付
同
紙
に
よ
る
と、

そ
の
後
坂
出
港
の
「
築
港
問

題」

は
「
延
期
立
消」

状
態
と
な
っ
て
い
た
た
め、

坂
出
町
は
委
員
会
を
開
き

協
議
し
た
結
果、

同
年
度
内
に、

波
諜
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た。

坂
出
町
で
は、

こ
の
年
末
に
沖
湛
甫
を
竣
諜
し
て
そ
の
土
砂
で
海
面
五
町
歩

を
埋
立
て、

そ
こ
を
荷
揚
場
と
す
る
計
画
が
あ
っ
た。

し
か
し、

埋
立
の
場
所

は
江
尻
お
よ
び
坂
出、

香
西、

高
松
各
漁
業
組
合
の
入
会
漁
場
で
も
あ
っ
た。

江
尻
漁
業
組
合
と
の
聞
で
「
漁
場
埋
立
紛
議」

が
生
じ
た
が、

郡
長
の
調
停

も
あ
り、

坂
出
町
か
ら
漁
業
組
合
に
対
し
五
O
O
円
を
渡
す
こ
と
と
し
た。

し

か
し
埋
立
地
は
町
の
「
共
有」

地
で
あ
っ
て、

そ
の
一

部
で
あ
れ
漁
業
の
た
め

の
利
用
に
充
て
る
こ
と
は、

町
と
し
て
は
受
け
入
れ
が
た
い
と
し
て、

防
波
堤

を
新
設
す
る
こ
と、

そ
こ
に
漁
船
の
碇
泊
を
認
め
る
と
の
条
件
で、

防
波
堤
新

設
費
に
こ
れ
を
充
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
大
正
五
年
六
月
十
日
付
他
同
紙）。

漁
業
組
合
と
の
問
題
も
解
決
し、

坂
出
港
の
「
波
操
起
工
奉
告
祭」

が、

大

正
五
年
六
月
二
十
五
日
に
産
土
八
幡
神
社
で
挙
行
さ
れ
た
（
同
五
年
六
月
二
十

七
日
付
同
紙）。

大
正
五
（
一

九
一

六）

年
七
月
八
日
付
同
紙
に
よ
る
と、

六
月
二
十
五
日
か

ら
試
験
作
業
を
開
始
し
準
備
整
い、

県
の
認
可
も
あ
り、

七
月
四
日
か
ら
凌
諜

を
開
始
し
た。
「
受
船
十
艇
に
て
午
前
七
時
よ
り
午
後
五
時
迄
十
時
間
の
作
業

中
な
り」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る。
「
受
船
人
夫」

は
「
不
馴」

で
あ
る
に
も
係

ら
ず、
一

日
間
に
「
約
二
十
坪
内
外
の
土
砂
を
波、
操」

し
て
い
る。

ま
た、
「
目

下
の
波
楳
は
川
口
に
し
て
巾
二
十
間・
深
さ
五
尺
内
外
の
波
探
な
り」

と
あ
る。

こ
の
よ
う
な、

法
操
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
坂
出
町
で、

大
正
十
（
一

九

二

二

年
十
一

月、

坂
出
築
港
期
成
同
盟
会
が
創
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た。

同
月
三
十
日
に
「
綾
歌
郡
公
会
堂
で
創
立
総
会
を
開
く
こ
と
を
決
し」

た
（
大

正
十
年
十
一

月
三
十
日
付
同
紙）

と
伝
え
て
い
る。
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第
三
節

港
湾
修
築
事
業

坂
出
港
湾
の
修
築

『
昭
和
十
一

年
坂
出
港
修
築
計
画
概
要
』

（
港
湾
協

会）

に
は、

大
正
期
に
お
け
る
港
湾
改
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

る。

そ
れ
は、

大
正
二
（
一

九

二
ニ）

年、

帆
船
が、

発
動
機
船
や
汽
船
に
変

わ
っ
て
い
き、

大
阪
商
船
（
四
国
線
と
山
陰
線）

や
北
日
本
汽
船
が
寄
港
す
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る。

そ
こ
で
坂
出
町
で
は、

大
正
五
年
か
ら
同
十
一

年
に
お
い
て、

内
港
運
河
の

凌
諜
を
行
な
っ
た。

凌
諜
し
た
土
砂
は、

百
間
波
止
北
側
の
埋
立
工
事
に
用
い

た。

こ
の
埋
立
地
は、

西
埋
立
地
の
基
礎
と
な
っ
た。

大
正
十
四
年
に
は、

百
聞
波
止
東
側
に
お
い
て、

三
万
入
四
O
O
立
方
討
を

波
探
し
た
こ
と
に
よ
り、

五
O
O
J
級
の
汽
船
の
停
泊
が
可
能
と
な
っ
た。

昭
和
三
年
に
は、

大
阪
商
船
（
多
度
津
線
と
若
松
線）

が、

毎
日
害
港
す
る

こ
と
と
な
っ
た。

ま
た
内
地
移
入
糖
移
入
場
坂
出
保
税
倉
庫
の
設
立
が
許
可
が

さ
れ
た。

こ
の
こ
と
で、

出
入
船
舶
や
貨
物
が
増
加
し
た。

汽
船
す
べ
て
を
停

泊
さ
せ、

冬
季
の
風
波
に
関
わ
ら
ず
貨
物
の
積
卸
が
で
き
る
よ
う
に、

坂
出
町

は
港
湾
改
修
を
必
要
と
し
て、

昭
和
三
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
港
湾
改
修
事
業

を
行
っ
た。

工
費
一

四
二
万
六
O
O
O
余
円、

う
ち

二
ニ
万
円
は
県
の
補
助
金
で
あ
る

が、

他
は
総
て
町
費
で
ま
か
な
っ
た。

工
事
は
港
の
東
西
両
海
面
に
合
計
三
一

万
一

一
五
O
平
方
討
の
埋
立
工
事
を

施
行
し、

西
埋
立
地
の
東
側
に
長
二
七
四
灯、

水
深
六
M
の
繋
船
岸
壁
を
築
造

し、

其
の
端
部
よ
り
沖
へ
、

坂
出
港
の
悪
風
を
防
御
す
る
た
め
長
さ
一

八
O
M

の
防
波
堤
を
築
出
す
る。

ま
た、

港
内
水
面
積
の
内
の一
二

万
余
平
方
M
を
干
潮
面
下
一
・

八
三
M
か

ら
七
・
六
討
に
波
探
す
る
も
の
で
あ
る。

西
埋
立
地
に
は
内
地
移
入
糖
移
入
場
坂
出
倉
庫、

岡
山
米
穀
取
引
所
坂
出
指

定
倉
庫、

香
川
県
産
業
組
合
坂
出
配
給
所
倉
庫、

製
麦
業
者
の
貯
蔵
倉
庫、

鉄

工
所
等
を
建
設
し、

岸
壁
に
は
二
O
O
O
J
前
後
の
貨
物
船
及
定
期
旅
客
船
が

接
岸
で
き
る
よ
う
に
す
る。

ま
た、

東
埋
立
地
に
は
日
清
製
粉
株
式
会
社
が
敷

地
六
万
六
O
O
O
余
平
方
町
の
工
場
建
設
を
計
画
し
て
お
り、
四
国
曹
達（
ソ
ー

ダ
）

株
式
会
社
は
既
に
工
場
建
設
に
着
手
し
て
い
る。

入
港
船
舶
と
出
入
貨
物

引
き
続
き
『
昭
和
十
一

年
坂
出
港
修
築
計
画

概
要
』

で
は、

坂
出
港
は
商
港、

工
業
港
と
し
て
「
発
展
の
途
上」

と
あ
る。

大
阪
商
船、

北
日
本
汽
船、

近
海
郵
船、

摂
陽
商
船、

住
友
汽
船
等
の
寄
港
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に
よ
っ
て、

朝
鮮
・
満
州
・
台
湾
・
北
海
道
等
内
外
の
物
資
の
移
出
入
が
あ
る。

坂
出
港
へ
の
入
港
船
舶
は、

昭
和
九
（
一
九
三
四）

年
に
は、

総
隻
数一

万

二
八
三
九
隻、
「
登
簿」

ト
ン
数
は

二
二
九
万
六
五
六
六
トン
で
あ
っ
て、

そ
の

内
訳
は、

汽
船
コ一
一
一
五
隻、
一
二
三
万
二
二
ニ
七
トン
（
一

隻
の
平
均
ト
ン
数

三
九
五
トン）、

発
動
機
船
七
六
五
一

隻、

九
万
二
七
三
O
J
（
一

隻
平
均
ト
ン

数
十
二
トン）、

帆
船
二
O
七
三
隻、

七
万
一
六
九
九
トン
（
一

隻
平
均
ト
ン
数
三

五
ト
乙

で
あ
る。

さ
ら
に
こ
れ
を、

総
ト
ン
数
の
階
級
別
に
区
分
す
る
と、

五

O
O
O
J
以
下一
ニ
O
O
O
J
ま
で
五
三
隻、

三
O
O
O
J
以
下
二
O
O
O
J
ま

で
五
九
隻、

二
O
O
O
J
以
下
一

O
O
O
J
ま
で
七
七
四
隻、

一
O
O
O
J
以

下
五
O
O
J
ま
で
七
七
三
隻
で、

そ
の
他
は
五
O
O
J
以
下
で
あ
る。

次
は、

定
期
船
の
航
路
名
と
括
弧
内
は
「
寄
港
回
数」
「
就
航
船
々
型」
「
船

主」

で
あ
る。

多
度
津
線
（
毎
日
上
下一

回
宛・
一
三
O
O
J
級・
大
阪
商
船）、
若
松
線
（
毎

日
上
下
一

回
宛
・
七
O
O
J
級
・

摂
陽
商
船）、

新
居
浜
線
（
毎
日
上
下
一

回

宛
・
四
O
O
J
級
・
住
友
別
子
鉱
山）、

下
津
井
線
（
毎
日
二
回
・
三
O
J
級
・

備
讃
商
船）、

北
海
道
線
（
月
三
回
・
三
五
O
O
J
級
・
北
日
本
汽
船）、

南
鮮

航
路
（
月
一
O
回
・
一
五
O
O
J
級
・
大
阪
商
船）

北
鮮
航
路
（
月
六
回
・
一

三
O
O
J
級
・
大
阪
商
船）、

下
津
弁
線
（
毎
日
二
回
・
五
J
・
森
安
藤
太
郎）、

与
島
線
（
毎
日
二
回
・
五
トン
・
浅
野
善
太
郎）、

王
越
線
（
毎
日
一

回
・
五
トン
・

王
越
銀
太
郎）、

高
松
線
（
毎
日
一

回
・
五
トン
・
神
川
市
太
郎）

で
あ
る。

昭
和
九
年
に
お
け
る
坂
出
港
の
移
出
入
貨
物
は、

移
入
が
二
七
万
七
六
七
九

J、

移
出
が
二
O
万
四
五
O
二
トン、

合
計
四
八
万
二
一

八

一haシ
で
あ
っ
て、

十

年
前
に
お
け
る
大
正
十
四
（
一
九
二
五）

年
の
移
出
入
合
計
は
三
二
万
五
二
五

八
トン
に
比
し
「
四
割
八
分」

の
増
加
を
示
し
て
い
る。

移
入
貨
物
の
主
な
も
の

は、

食
塩
・
石
炭
・
小
麦
・

木
材
・
砂
糖
・
肥
料
等
で、

移
出
は
食
塩
・
小
麦

粉
・

裸
麦
等
で
あ
る。

「
坂
出
地
方」

は
塩
の
産
地
で
有
名
で
あ
っ
て、
「
所
属
管
轄」

は
坂
出
地
方

専
売
局
の
直
属
で
あ
る。

坂
出
地
方
専
売
局
に
属
す
る
「
地
方」

は、

香
川
県

及
び
愛
媛
県
の
一

部
で
あ
っ
て、

こ
れ
ら
の
「
地
方」

は
高
松
・
土
庄
・
詫
間・

波
止
浜
・
多
喜
浜
の
五
カ
所
の
出
張
所
所
属
と
地
方
専
売
局
直
属
と
に
分
れ
て

い
る。

地
方
専
売
局
直
属
は、

坂
出
町
を
中
心
と
し
宇
多
津
町
・
林
田
村
そ
の

他
数
村
に
跨
る
産
地
で
あ
る。

昭
和
九
年
度、

坂
出
地
方
専
売
局
全
管
の
塩
の

産
額
及
び
そ
の
「
賠
償
金
額」

は
全
国
の
ご
ニ
割
四
分」

に
当
り
（
全
国
の
産

額
及
び
「
賠
償
金
額」

は
六
七
万
六
一
七
五
トン、

二
七
三
九
万
八
O
O
O
円）

ま
た
同
局
直
属
の
産
額
及
「
賠
償
金
額」
は
同
局
全
管
の
「
五
割
三
分」
に
当
り、

「
知
何
に
『
坂
出
地
方』

が
塩
の
大
産
地
た
る
や
を
知
る
に
足
る」

で
あ
ろ
う。

「
坂
出
地
方」

の
産
塩
は
「
北
は
北
海
道
よ
り
南
は
九
州
に
亘
り
殆
ん
ど
全
国

に
仕
向
け
ら
れ」

て
お
り、
昭
和
九
（
一
九
三
四）

年
度
に
お
け
る
こ
れ
ら
「
廻

送
塩」

の
数
量
は
十
二
万
二
五
二
一
トン
に
達
し、

そ
の
大
部
分
は
坂
出
港
に
お

い
て
汽
船
に
積
載
す
る。

坂
出
港
出
入
貨
物
中、

外
国
関
係
の
も
の
は、

日
本
栄
養
食
料
会
社
坂
出
工

と
う
も
ろ
ニ
し

場
の
原
料
（
高
梁
・
豆
粕
・
玉
萄
黍
等）、

香
川
県
産
業
組
合
の
輸
入
す
る
肥

料
及
飼
料、

満
州
方
面
へ
輸
出
す
る
藁
製
品
・
柑
橘
類
等
で
あ
っ
て、

そ
の
数

量
は
明
ら
か
で
な
い。

神
戸
・
宇
野
・

今
治
・
尾
道
を
中
継
港
と
し、
「
補
助

帆
船
文
は
発
動
機
船」

に
よ
っ
て、

本
港
を
出
入
す
る
状
態
で
あ
る
の
で、
「
経

済
上
遺
憾
の
点」

が
少
な
く
は
な
い。

大
連
航
路
船
の
坂
出
港
へ
の
寄
港
は、

坂
出
港
の
満
州
貿
易
を
増
進
す
る
上
で
必
要
で
あ
る
と
言
え
る。

ま
た
工
事
中

ソ
l
グ

の
「
四
国
曹
達」

が、
操
業
開
始
の
暁
に
は
外
塩
の
輸
入
を
必
要
と
す
る
の
で、

坂
出
港
の
外
国
関
係
貨
物
は
「
更
に
一

段
の
進
展
を
見
る
に
い
た
る」

の
で、

－

本
港
関
係
者
が
開
港
を
希
望
す
る
の
は、

ま
さ
し
く
理
由
が
な
い
わ
け
で
は
な
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い。

坂
出
港
の
「
悪
風」

は
冬
季
に
於
け
る
西
寄
り
の
風
で
あ
っ
て、

時
に
風

速
二
O
M
に
達
し、

荷
役
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
る。

平
時
に
お
い
て
は
一

般

に
平
穏
で
あ
る。

潮
差
は
や
や
大
き
く
大
潮
に
お
い
て
コ
了
二
九
討
に
達
す
る

（
最
大
高
低
潮
位
の
差
は
三
・
八
口
で
あ
る）。

翌
昭
和
十
二
年
か
ら
第
二
期
改

修
工
事
が
始
ま
る。
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